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研究成果の概要（和文）：　看護業務の実態を正確に把握するため、調査用ツールを開発した。さらに、入力デ
ータに基づく看護業務評価を実施した。その結果、開発したツールでのミス登録発生件数は(30/4535件)0.66％
だった。また、登録データを直接看護業務、看護記録関連業務、左記の二業務以外に分けて比較したところ、直
接看護業務・看護記録関連業務以外の業務41.5%、直接看護業務35.7%、看護記録関連業務22.8%だった。

研究成果の概要（英文）：I developed the tool for the investigation to grasp the actual situation of 
nursing duties exactly. And I carried out the nursing job evaluation based on input data. As a 
result, there was little misregistration of the person using the developer tool. In addition, I 
distributed it whether I was, and it pointed out nursing duties and compared it. The care duties to 
offer to the patient directly performed 35.7%, care duties 41.5% who did not contribute it to the 
patient directly, duties 22.8% of the nursing record.

研究分野：基礎看護学
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１．研究開始当初の背景 
医療の高度化、複雑化が進む中、看護現場
においても「診療の補助」業務として取り扱
う多くの医療機器の変化や、新しい医療方法
の開発に伴い「療養上の世話」のあり方も変
化している。さらにこれらの変化の中で、看
護師は「より安全・安心」を提供するための
対策として、様々な医療安全対策のためチェ
ックリストや業務手順を作成してきた。加え
て看護実践を証明するものとして看護記録
記載の充実を行ってきたが、その結果文書作
成業務の増加や看護記録等に多くの時間を
要するようになり、逆に超勤時間の増加や、
看護師の本来業務であるベッドサイドケア
の時間が十分に取れないなどの課題が指摘
されてきた。その様な中で、1999 年頃より
大規模病院を中心に導入された電子カルテ
は、このような業務の効率化に寄与すると考
えられてきたが、現状ではまだ電子カルテの
潜在能力が十分に発揮できているとは言い
難い。我々はこの主因を不十分な業務標準化
と想定し、複数の病棟におけるプレリサーチ
を実施した結果、病棟間の業務内容や手順の
不統一、同一業務の所要時間に極めて大きな
差があることを確認した。 

 
２．研究の目的 
これまで明らかにできなかったあらゆる
看護業務の実態を正確に把握することを目
指し、日々の看護業務の実施状況を手軽に入
力できる携帯端末を開発する。さらに、入力
データに基づく看護業務評価並びにそれを
用いた看護業務改善サイクルの構築を目指
す。 

 
３．研究の方法 
（１）手作業で実施してきたタイムスタディ
調査を電子化するため、デバイス端末の開発
を行う。 
（２）開発したでツールの精度及びテスト運
用を行う。 
（３）デバイス端末の運用を検証する。 
（４）収集したデータの結果を元に、看護業
務毎の平均所要時間及び標準偏差を年次ご
とで比較検討する。 
 
４．研究成果 
（１）調査用マスタの開発 
日本看護協会業務基準集では、看護行為分
類 I36 項目、看護行為分類Ⅱ161 項目が看護
業務区分表に示されている。本研究では、こ
の看護業務区分表に掲載された業務項目に
ついて検討を行い、当院の病棟内で実施され
ない業務を削除した。その上で、電子カルテ
を使用した現在の看護業務内容と照らし合
わせて項目を追加し、名称を一部変更した
118項目を入力項目として設定した。この 118
項目については、業務内容に応じて 32 の分
類区分に分類した（表 1）。 
 

表 1 看護マスタ一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
入力項目は、当院で検討した看護業務 118
項目が容易に入力できるように階層化構造
を用いて設定した。入力操作は、各看護業務
の開始と終了を入力することで自動的に開
始時刻と終了時刻がデータ登録できるよう
構築した。 
 
（２）他計式タイムスタディ調査での試行運
用 
 開発したツールの操作手順を図 1に示す。 
看護師の業務では、同時にいくつかの業務を
行うことも多いため、複数業務を登録し、そ
れぞれに開始時間と終了時間を登録できる
仕組みとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 開発ツールの操作手順 

 
このツールを用いて協力の得られた病棟に
勤務する看護師の業務量測定を実施した。 
その結果、実施行為の入力回数で、最も多か
ったのが、「看護師間の伝達・情報共有」で
745回、次いで「情報の整理(アナムネの情報
に対するアセスメントや看護記録に対する
アセスメント、入力)」185回、「病室訪問」
164回、「内服」151回、「患者への連絡」8
7回だった。また、それぞれの 1回あたりの
平均継続時間は、「情報の整理（アナムネの
情報に対するアセスメントや看護記録に対
するアセスメント、入力）」が最も長く 117.
3秒、次いで「与薬」114.3秒、「患者への伝
達」75.2秒、「病室訪問」73.4秒、「看護師
間の伝達・情報共有」39.5秒だった(表２)。 
 
 
 



 
表２ 実施行為別の入力回数と 
1 回当たりの所要時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さらに、総入力件数(4535 件)のうち、１秒以
内に次の業務が登録されたものをミス登録
して確認したところ、発生件数は 30 件で全
体の 0.66％だった。 
「入退院ケア」「安楽」「測定」などの分
類区分をさらに、「直接看護業務」「看護記
録関連業務」「左記の二業務以外」に分けて、
総業務所要時間に占める割合を比較したと
ころ、「直接看護業務・看護記録関連業務以
外の業務」において割合が最も高く、54,026
秒(41.5%)、次いで「直接看護業務」46,449秒
(35.7%)、「看護記録関連業務」29，593秒(22.8%)
の順だった(表２)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図２業務区分別でみた所要時間比較 

 
（３）同一項目を用いた看護業務量変化 
 2010 年から実施している入院時看護業務
29 項目について、本調査実施前後での所要時
間について検証した。その結果、2010 年には
222.5 分かかっていたものが、2016 年には、 
93 分まで短縮していた。これは、タイムスタ
ディ調査を継続的に実施していく中で、看護
記録業務に要する所要時間の長さが問題視
され、それを改善するために、大幅な看護記
録方式の改編を行う組織的な活動を実施で
きたためである。 
加えて、看護補助者との業務分担や、メデ
ィカルサポートセンターとの入院時業務の
分担を行ったことで、看護記録以外の業務時
間も大幅に短縮できたものと考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 入院時看護業務 29 項目の所要時間の推移 
 
（４）今後の展望 
本研究では、他計式によるタイムスタディ
調査を簡便かつ精度が高いデータとして使
用できるところまでできたと考える。これま
で明らかにできなかった看護業務の詳細な
業務内容及びその所要時間を明らかにでき
た意義は大きい。また、これまで手作業で行
っていた調査が、専用デバイス端末を開発す
ることにより、データの精度を向上できたと
考える。これにより、現在の看護現場におけ
る課題が明確となり改善に向けた対策立案
が容易に実践できた。これから、ますます医
療現場は煩雑化することが予想されるが、常
に現状を可視化し、タイムリーに改善活動へ
つなげることができる本研究手法は、今後
様々な医療現場で活用可能と考える。 
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